
みどりなくらし
～身の丈で半歩先へ～



人口の自然増加比率が
27年連続1位(0.33%)

出生率も23年連続1位

2030年までは人口が増加

川崎市

川崎は南北に長く、北部・中部・南
部、それぞれ課題が異なる。

特に中部は上記傾向が強く、中原
区については、他にない、歴史上な
い事態となっている。

※日本経済を支える首都圏での就業者の生活の場として
重要な都市

2015年4月から「子ども・子育て新支援制度」がスタート
川崎市では「子ども未来応援プラン」が策定



「みどりなくらし」とは… 

次世代を担う子どもたちにみどりあふれる地球を残すため、
今のくらしから身の丈に合わせ、半歩だけでも踏み出す。
そのようなくらしが
「みどりなくらし」です。

つくることと食べること、季節を楽しむ
こと、エコなくらし、エネルギー、平和
のことなど・・・
ひろば、カフェ、講座を通して地域の
人たちを繋げ、考えるきっかけを提供
します。



親子連れを中心に、どなたで
もご参加できます。地域の方
たちのニーズを聞き、やりた
いことで組み立てていきます。

みどりなひろば コミュニティカフェ

地域のいろんな人たちが集っ
て、ふんわりとした癒しの空間
の中で、気兼ねなく気取らず
にみんなでおしゃべりをする
場です。



講座

子育て

食の安心安全
季節を楽しむ食生活
子育てに関わる情報
ダブルケアのことなど

野外活動

農作業や収穫体験
森の遠足
川崎市内の公園
自然観察会

環境講座

自然環境保全活動
石けん生活のすすめ
節電とエネルギーなど

認知症
サポーター
養成講座

季節の伝統食の継承

味噌づくり

マルシェ等への出展

木工
ワークショップ

かわさき野菜
ランチ



食と農の取り組み

川崎は、
都市でありながら
農業もさかん。

つくると食べるをつなぐ

子どもたちは今、
自分が食べているも
のがどのように作られ
ているのかを知る機
会が少ない

何を選んでどのように食べるか

地産地消



環境保全の取り組み

高石みどりの会との連携

里山を手入れした際に出る葛のつるや川
崎市内で集めた木の実などを使って

木工ワークショップ

川崎市
消費生活展

ごえん楽市

マルシェなど

自然に親しむ

楽しみながら、
環境を守る大
切さを知る。



NAYA enjoyspace

NAYAでひろばや講座を定期開催。
場所貸しの事務局も担っている。

お天気の
いい日は
お庭で

ランチの会やマ
ルシェでかわさ
き野菜販売



親子が気軽につどい、さまざまな活動のできる場。
3団体で運営し場所貸しも行う。事務局をみどりなくらしが担う。

カフェ

ランチ会

ワークショップ

野菜販売

おやこひろば
講座

マルシェ

リラクゼーション

オーナーの想い 地域のニーズ



取り組む社会的課題

多様な保育の場の提供

１．子育て中の母親の孤立

お互いさまの保育

ちょっと立ち寄ることで
気持ちが楽になるような
場所、子連れでもランチ
が食べられたり、地域
の情報が得られたり・・・



社会とつながる場、
ちょっと役割りのある場に・・・



２．地域のつながりの希薄

地域の多様な方たちが集い、そこで知り合いなった方たちが、他の
場でも一緒に活動したり、時に子どもを預け合ったりできるようになっ
てほしい。

いざという時、地域に顔見知りが多く、
助け合える地域づくりの一翼を担える場としたい。



３．日本の食文化や行事の伝承の危機

七夕まつり

お庭の梅でシロップを作り、
かき氷にかけました。



３．日本の食文化や行事の伝承の危機

梅干し 味噌

鏡開き
出汁・常備菜

おせち



４．生産と消費の乖離

かわさき野菜たっぷりのランチや企画



５．介護や医療の問題

地域での連携で・・・

認知症サポーター養成講座
こだなか地域包括支援センター

暮らしの保健室
＋careプロジェクト

最終土曜日にケアラーズカフェを開催中



みどりなくらしは、これからも
子育て世代の方に心豊かなくらしを提案します。






